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物部川エリアでの観光博覧会推進事業費補助金交付要綱  

（趣旨）  

第１条  この告示は、香南市補助金交付規則（平成 18年香南市規則第45号）第25条の

規定に基づき、物部川エリアでの観光博覧会推進事業費補助金（以下「補助金」と

いう。）の交付に関し必要な事項を定めるものとする。  

（補助の目的）  

第２条  市は、市の観光基盤を最大限に活用して物部川エリアでの観光博覧会（以下

「博覧会」という。）を推進し、博覧会の機運醸成を図るとともに市内における観

光振興や魅力発信による交流人口の増加に寄与する活動を支援することを目的とし

て、博覧会の基本方針に沿った観光客の誘客及び周遊促進につながる市内イベント

等の開催に要する経費に対して、予算の範囲内で補助金を交付するものとする。  

（補助事業等）  

第３条  補助事業、補助事業者、補助対象経費、補助率及び補助金額限度額等は、別

表に定めるとおりとする。  

（補助の条件）  

第４条  第２条に規定する補助の目的を達成するため、補助事業者は、次に掲げる事

項を遵守しなければならない。  

(１) 補助金に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、かつ、当該収入及び

支出についての証拠書類を補助対象事業終了の翌年度から起算して５年間整備及

び保管すること。  

(２) 補助対象事業により取得した財産については、補助対象事業完了後において

も適切な管理を行うとともに、その効率的な運用を図ること。  

(３) 補助対象事業に係る契約の手続については、香南市が行う契約の手続の取扱

いに準じて行うこと。  

(４) 補助対象事業の実施に当たっては、事業に係る契約等において暴力団を利す

ることとならないよう、香南市の暴力団の排除に係る取扱いに準じて行うこと。  

(５) 補助対象事業の実施に当たっては、物部川エリアでの観光博覧会実行委員会

の後援を受け、チラシ等にロゴマークを掲載すること。  

（交付の申請）  

第５条  補助事業者は、補助金の交付を受けようとするときは、物部川エリアでの観



2/5 

光博覧会推進事業費補助金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、

あらかじめ市長に申請しなければならない。  

(１) 事業計画書  

(２) 収支予算書  

(３) 構成員名簿  

(４) その他市長が必要と認める書類  

（交付の決定）  

第６条  市長は、前条の規定による申請が適当であると認めたときは、補助金の交付

を決定し、物部川エリアでの観光博覧会推進事業費補助金交付決定通知書（様式第

２号）により当該補助事業者に通知するものとする。  

（補助事業の変更等）  

第７条  前条の規定により補助金の交付決定を受けた補助事業者は、補助事業の内容

を変更し、又は中止し、若しくは廃止しようとするときは、物部川エリアでの観光

博覧会推進事業費補助金事業変更（中止・廃止）承認申請書（様式第３号）に必要

とする書類を添えて市長に提出し、その承認を受けなければならない。  

２ 市長は、前項の申請があったときは速やかに審査し、変更又は中止若しくは廃止

の適否を決定し、物部川エリアでの観光博覧会推進事業費補助金事業変更（中止・

廃止）承認通知書（様式第４号）により当該補助事業者に通知するものとする。  

（補助事業の全部又は一部中止の場合の措置）  

第８条  市長は、天災地変その他補助事業者の責に帰さない理由により補助事業の全

部又は一部が中止になった場合は、補助事業者において既に支出済みの経費又は支

出を予定する経費のうち市長が必要と認める経費については、補助対象経費とする

ことができる。  

（実績報告）  

第９条  補助事業者は、補助事業完了後１箇月以内又は当該年度に属する３月 31日の

いずれか早い日までに、物部川エリアでの観光博覧会推進事業費補助金事業実績報

告書（様式第５号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。  

(１) 事業報告書  

(２) 収支決算書  

(３) その他市長が必要と認める書類  
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（補助金の確定）  

第10条 市長は、前条の規定による実績報告があったときは、その審査を行い、

補助対象事業の実施結果が補助金の内容に適合すると認めたときは、補助金の交付

の額を確定し、物部川エリアでの観光博覧会推進事業費補助金確定通知書（様式第

６号）により、速やかに当該補助事業者に通知するものとする。この場合におい

て、補助金の額は1,000円未満についても交付するものとし、１円未満の端数は切

り捨てるものとする。  

（交付の請求）  

第11条 補助事業者は、補助金の交付を受けようとするときは、物部川エリアでの観

光博覧会推進事業費補助金請求書（様式第７号）を市長に提出し、補助金の交付を

請求しなければならない。  

（概算払の請求）  

第12条 補助事業者は、補助金の概算払を受けようとするときは、物部川エリアでの

観光博覧会推進事業費補助金概算払請求書（様式第８号）に市長が必要と認める書

類を添えて提出しなければならない。  

（交付決定の取消し）  

第13条 市長は、補助事業者が偽りその他不正な手続により補助金の交付決定を受

け、又は補助金を補助事業以外の用途に使用した場合は、交付の決定の全部又は一

部を取り消すことができる。  

２ 市長は、前項の規定により補助金の交付決定を取り消した場合は、物部川エリア

での観光博覧会推進事業費補助金交付決定取消通知書（様式第９号）により、速や

かにその旨を当該補助事業者に通知するものとする。  

（補助金の返還）  

第14条 市長は、補助事業者に交付すべき補助金の額を確定した場合において、既に

その額を超える補助金が交付されているときは、期限を定めて当該補助金を返還さ

せることができる。  

（その他）  

第15条 この告示に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長が別

に定める。  

附 則  
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この告示は、公表の日から施行する。  

別表（第３条関係）  

補助事業  補助事業者  補助対象経費  補助率・限度

額 

博覧会の

基本方針

に沿った

イベント

開催  

① 市内で開催

される観光客

の誘客や周遊

促進につなが

る活動  

②各種キャンペ

ーン等  

③ ①、②に掲

げるもののほ

か、市長が必

要と認める事

業 

① 香南市内に住所を有

する児童又は学生１人

以上を含む３人以上で

構成する団体（担当の

教職員が当該団体の代

表を務めるものに限

る。）  

① 報償費、旅

費、需用費（消

耗品費、印刷製

本費等をい

う。）、食糧費

（補助事業を実

施する上で必要

と市長が認める

経費に限る）、

役務費、使用料

及び賃借料、委

託費等の経費  

②キャンペーン

等による割引又

は還元に要する

経費（利用料、

入場料、宿泊料

等）であって、

通常料金の30％

までを上限とす

る。  

③ ①、②に掲

げる事業に要す

る経費のほか、

市長が必要と認

10／10以内  

限度額：

500,000円 

② 主体的な活動者のう

ち香南市内に住所を有

するものを３人以上含

む市民グループ等の任

意団体  

③ 商工会、観光協会等

又は特定非営利活動法

人といった香南市内を

中心として公の目的で

活動している団体  

④ 香南市内に事業所を

有する２事業者以上が

連携した団体  

⑤ ①から④までに掲げ

るもののほか、市長が

認めるもの  

４／５以内  

限度額：

500,000円 
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める事業に要す

る経費  

備考  

１ 次に掲げる経費は、補助対象経費とは認めない。  

(１) 人件費等の恒常的な運営経費  

(２) 団体の内部の者に対する謝金及び委託料  

(３) 他団体への補助金  

(４) (１)から(３)までに掲げるもののほか、補助することが適当であると認

められない経費  

２ 国又は県その他の補助事業として採択された事業は、補助金の交付の対象と

しない。  

３ 補助金の交付は、１年度につき１補助事業者当たり１回を限度とする。  


